
ケ
ニ
ア
を
代
表
す
る

農
工
学
系
の
大
学

　
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
近
郊
に
あ
る
国
立
ジ
ョ

モ
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工
大
学（
J
K
U
A
T：

Jom
o K
enyatta U

niversity of 

A
griculture and Technology

）
は
、

ケ
ニ
ア
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
域
内

の
基
礎
科
学
・
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
分
野
の
拠
点
大
学
だ
。
日
本
の
協
力

を
得
て
高
等
専
門
学
校
と
し
て

1
9
7
9
年
に
開
校
。
88
年
に
四
年
制

大
学
、
94
年
に
は
大
学
院
課
程
も
開
設

し
、
ケ
ニ
ア
を
代
表
す
る
農
工
系
の
大

学
と
な
っ
た
。
今
で
は
多
く
の
学
科
や

研
究
科
を
有
し
、
10
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

約
４
万
人
の
学
生
が
学
ん
で
い
る
。

　

も
と
も
と
ケ
ニ
ア
の
大
学
は
知
識
を

詰
め
込
む
講
義
中
心
の
教
育
で
、
学
生

の
レ
ベ
ル
も
伸
び
悩
ん
で
い
た
。
そ
ん

な
状
況
を
変
え
、
実
験
や
研
究
を
行
い
、

実
学
を
学
ぶ
場
に
し
た
い
と
い
う
設
立

当
初
か
ら
の
ケ
ニ
ア
の
意
向
を
受
け
、

80
年
代
後
半
か
ら
教
育
に
携
わ
る
日
本

の
大
学
教
員
の
派
遣
が
始
ま
っ
た
。「
私

は
93
年
か
ら
99
年
ま
で
毎
年
2
か
月
ほ

ど
滞
在
し
ま
し
た
。
暗
記
中
心
で
は
な

く
、
図
な
ど
が
豊
富
な
日
本
の
工
業
高

校
の
教
科
書
を
使
い
、
数
学
や
物
理
の

基
礎
知
識
を
教
え
、
演
習
を
取
り
入
れ

た
講
義
な
ど
を
行
い
ま
し
た
」
と
ふ
り

返
る
の
は
、
京
都
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
教
授
の
木
村
亮
さ
ん
。
以
来
30
年

近
く
ア
フ
リ
カ
に
関
わ
っ
て
い
る
。「
工

学
部
な
の
に
（
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
が

少
な
い
）
ア
フ
リ
カ
に
行
く
〝
変
わ
り

者
〞
と
見
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と
木
村

さ
ん
は
笑
う
。

　

J
K
U
A
T
に
は
木
村
さ
ん
の
よ

う
な
多
く
の
教
員
が
日
本
の
大
学
か
ら

派
遣
さ
れ
、
教
育
や
研
究
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
。
日
本
と
の
結
び
つ
き
も
強
ま
る

こ
う
し
た
協
力
を
継
続
す
る
な
か
で
、

J
K
U
A
T
の
教
員
や
技
官
が
日
本

を
含
む
国
外
の
大
学
で
修
士
号
や
博
士

号
を
取
得
す
る
よ
う
に
な
り
、
研
究
を
し

な
が
ら
学
生
に
教
え
る
人
材
が
育
っ
て

い
っ
た
。

ア
フ
リ
カ
の
知
と

日
本
の
知
を
融
合
さ
せ
た
い

　

い
ま
で
こ
そ
J
K
U
A
T
に
関
わ

る
日
本
の
大
学
は
多
い
が
、
木
村
さ
ん

に
よ
れ
ば
、
当
初
は
個
人
レ
ベ
ル
の
つ

な
が
り
で
来
て
い
た
と
い
う
。「
ア
フ

リ
カ
は
遠
い
。
大
学
同
士
の
交
流
は
難

し
か
っ
た
で
す
ね
」。
た
だ
し
研
究
者

　現在、JKUATは新型コロナウイルスの影響で閉鎖中だ。し
かしその対策は緊急を要し、社会に貢献する研究であるために、
この分野の研究活動に限って大学から施設の利用が特別に
認められている。
　行われているのは、消毒剤の製造や感染者の接触履歴を
追えるアプリ、感染トレンド予測システムの開発。工学部では
人工呼吸器の開発が、大学内のものづくりセンターで行われ
ている。2018年から専門家としてJKUATに派遣されている
青木翔平さんは、「鳥取大学での研修に参加した技官や、ア
フリカの若者のための産業人材育成イニシアティブ（ABEイニ
シアティブ）の修士課程（およびインターンシップ）プログラム
の第1期生として北海道大学で学んだ技官が中心になり研究
を進めています」と、日本で学んだ人材の活躍について説明す
る。「医療機器の開発は初めてなので、保健医療科学部の協
力も得ながら、試行錯誤しているようです」。今、青木さん自身
は日本に一時帰国しているが、質問やアドバイスを求められる
こともあり、緊密にコミュニケーションをとりながら遠隔での技術
指導を行なっている。「JKUATに人工呼吸器の開発はハード
ルが高いかもしれませんが、必要は発明の母ともいいます。
やってみようという意欲が教員や技官たちの間にあることが重
要です」と青木さんは感じている。新型コロナのような世界共
通の課題に取り組める大学となったJKUAT。そこには日本で
学んだ多くの教員や学生たちの力がある。

JKUATの今!
進む新型コロナウイルス対策研究

に
は
違
っ
た
。
ア
フ
リ
カ
は
農
学
や
薬

学
、
感
染
症
の
研
究
に
は
魅
力
的
な
地

域
だ
。
た
と
え
ば
薬
学
の
研
究
者
が
ア

フ
リ
カ
で
育
つ
薬
草
で
薬
を
開
発
し
た

り
、
生
物
学
の
研
究
者
が
マ
サ
イ
の
村

に
あ
る
乳
酸
菌
で
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
作
っ

た
り
…
…
。
エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
や

H
I
V
な
ど
感
染
症
の
最
先
端
に
触

れ
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
。「
多
く
の

先
生
が
自
分
の
研
究
だ
け
で
な
く
、
ア

フ
リ
カ
で
の
研
究
・
発
展
の
た
め
に
協

力
し
た
い
と
考
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
い
ま
し
た
」。

　

そ
う
し
た
教
員
の
活
動
が
、
日
本
の

大
学
に
も
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

2
0
1
7
年
、
ア
フ
リ
カ
研
究
者
が

学
部
を
超
え
て
集
ま
る
「
ア
フ
リ
カ
学

際
研
究
拠
点
推
進
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
京
都

学生たちに指導する
青木さん（手前）。

上 ： JKUATのキャ
ンパス入り口。
左 ： JICAの協力で
設立されたものづ
くりセンター。

アフリカを代表する
科学技術系大学
JKUAT

人工呼吸器の製
作に取り組む開発
メンバーたち。

日本の大学で学位を取得する教員も。長崎大学で
環境海洋資源学について学んでいたときの様子。

左 ： 日本の協力で整備され
たワークショップで、金属加
工の実習を行う学生。
中 ： 木村さんが主宰するNPO道
普請人（みちぶしんびと）の土の
う活用技術でJKUAT施設内の
道を整備した。
右 ： 電子部品の仕組みを青
木さんの指導のもと、グルー
プワークで学ぶ学生。

日本が提供した機材を
活用し、シミュレーション
を実施中。

C O LU M N

教育には
息の長い協力が
必要です

京都大学大学院工学研究科 教授
木村 亮（きむら・まこと）さん

これで、必要な実験が
できるようになった！

地域を超えた大学間連携も
進めていきたいです

鳥取大学で学位を取得したJKUATの教員は、日本が協力し
ているアジアの大学との連携にも積極的に取り組み中。

大
学
に
設
立
さ
れ
た
の
も
そ
の
変
化
の

ひ
と
つ
だ
。「
そ
も
そ
も
京
大
に
は
、

同
大
名
誉
教
授
で
あ
り
、
文
化
人
類
学

者
の
今
西
錦
司
氏
が
、
1
9
5
8
年

に
ア
フ
リ
カ
へ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に

行
っ
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
し
、
こ
れ

ま
で
も
多
く
の
研
究
者
が
ア
フ
リ
カ
に

関
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
が

大
切
に
し
て
い
る
の
は
、
ア
フ
リ
カ
の

知
と
日
本
の
知
を
融
合
さ
せ
、
ア
フ
リ

カ
の
地
で
新
し
い
花
を
咲
か
せ
る
こ
と
。

ア
フ
リ
カ
と
い
う
場
所
と
人
、
知
が

あ
っ
て
こ
そ
で
き
る
こ
と
に
挑
戦
し
た

い
。
J
K
U
A
T
へ
の
協
力
も
そ
の
流

れ
の
中
に
あ
り
ま
す
」
と
木
村
さ
ん
は

大
学
と
ア
フ
リ
カ
の
関
係
を
語
る
。

必
要
な
の
は
継
続
し
た
協
力

　

今
、
J
K
U
A
T
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
研
究
が
行
わ
れ
て

い
る
。そ
れ
を
聞
い
た
木
村
さ
ん
は「
隔

世
の
感
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
。「
赴

任
し
て
す
ぐ
に
、
こ
れ
は
数
年
協
力
し

た
だ
け
で
は
だ
め
、
本
気
で
取
り
組
む

の
な
ら
20
年
、
30
年
と
い
う
時
間
で
協

力
を
続
け
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
思

い
ま
し
た
。
J
I
C
A
も
建
物
や
機

材
を
提
供
し
、
人
の
派
遣
を
続
け
て
き

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
お
も
し
ろ
い
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

ケ
ニ
ア
政
府
や
日
本
の
外
務
省
、
企
業

も
期
待
し
始
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
日
本
は
積
極
的
に
協
力
し
、
存
在
感

を
示
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。

大学連携
未来のリーダーをつくる

特集

首都:
ナイロビ

Kenya

ケニア

ケニアのジョモケニヤッタ農工大学（JKUAT）は日本が設立に関わり、
京都大学をはじめとする日本の大学が長きにわたり協力を続けてきた。
こうしたつながりが、JKUATの教育や研究のレベルを上げている。

40年にわたる協力が
成果を生む
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